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　巻頭言　Foreword

10 年後を見据えて、燃料電池技術の本格普及への期待
Future Prospect for 10 Years, Expectations for Full-Scale Distribution 
of Fuel Cell Technology

国立研究開発法人産業技術総合研究所　省エネルギー研究部門
研究部門長
堀田　照久
Teruhisa Horita

Director, Research Institute for Energy Conservation,  
National Institute of Advanced Industrial Science and Technology （AIST）

　2030 年まであと5年余りとなった現在、カーボンニュートラルに向けた取組みが活発に行われてい
る。政府でも 2020 年のカーボンニュートラル宣言後、グリーン成長戦略・革新的環境イノベーション
戦略などが策定され、グリーンイノベーション基金による民間企業主導の脱炭素化への取り組みが活発
化している。2024 年５月には「脱炭素成長型経済構造への円滑な移行のための低炭素水素等の供給及
び利用の促進に関する法律（水素社会推進法案）が成立した。水素の利活用を進めるものであり、燃料
電池も含めた関連技術の社会実装が本格化することが期待される。10 年前（2013-2015 年頃）に業務
で様々なエネルギー関連研究開発の国プロを立ち上げるお手伝いをさせていただいたが、現在の水素に
対する認知度や重要度の高まりを伺うにつれ、当時との格段の違いを認識するところである。当時は、
限定された企業で水素技術の普及の取り組みが進められ、水素ステーションやFCVもごく限られたと
ころでの運用であった。10 年たって 2023 年度末で、エネファームは 50 万台超普及、FCVは 8,000 台
以上、水素ステーションは 180 か所以上になってきた。そしてカーボンニュートラルに向けてはどの企
業も再生可能エネルギー電力の導入、水素・燃料電池技術の導入が重要になってきている。
　次の 10 年、2030 年台中盤から 2040 年にむけては、2050 年カーボンニュートラルに向けた中間点と
なり、現在研究開発している多くの新技術の社会実装が進むと思われる。量的な技術の浸透を 10 年程
度と考えると、2030 年台で完成された技術が商品化され、社会実装していく必要があり、この 10 年は
非常に重要な時期といえる。現在の技術の延長を考えた時に、家庭では、新型エネファームが純水素型
や最高効率 60%超型となり、都市ガスでの e-メタン導入浸透が期待できる。業務・産業用や大型のも
のでは、データセンターや工場でのゼロエミッション化にも適用されていくものと思われる。モビリ
ティでは、乗用車の電化・燃料電池化に加えて水素エンジンや e-fuel 化が進むと期待される。トラック・
バス、電車などのHeavy Duty 用途での燃料電池化も進むと期待できる。船や航空機など、バッテリー
では航続距離が課題である用途にも燃料電池化が進むと思われる。また最近、燃料電池の逆反応である
水電解についても、多くの技術開発が進められている。グリーン水素の製造は、今後のエネルギー構造
の変革やエネルギーセキュリティなどの点でも重要である。現在の延長でない新技術の普及も重要であ
り、再生可能エネルギー電力と蓄電・畜エネルギー、熱需要、水素・燃料電池などの技術を組み合わせ
た、ゼロエミッションシステムが普及することに期待したい。金融なども含め、水素・燃料電池技術が
脱炭素社会の中で技術・経済としてもメリットを示せ、日本の産業競争力や経済も動かせるエンジンと
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なることを期待したい。
　燃料電池開発情報センター（FCDIC）では、30 年以上の長きにわたり燃料電池・水素に関する技術
的な情報発信を主導して行っており、引き続き業界関係者の産学官交流の場を提供し技術開発や社会実
装の主導を担う役目を果たしていただけるものと思う。小職は、2016 年～ 2020 年に企画委員会委員長
ほかを拝命し、FCDIC 主催行事の企画・運営に携わってきた。当時から脱炭素への取組に関して、燃
料電池・水素技術の重要性は認知されていたが、カーボンニュートラルに向けては更に多くの方に認知
され、たくさんの種類の製品を普及してそのすばらしさを多くの方に享受してもらうと同時にビジネス
でも優位になることが示せるように活動を進展されるものと思う。　
　FCDIC の設立 40 周年ももう間もなくで、センターでの活動が多くの分野で種となり、輝かしい日本
の将来をけん引する花や実となって社会実装されることを願っている。
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